
和 文

碑整 7ンモンの吸濃過程に裁て
(昭 和 23年 4JJ108交 想)

甘 Ll 保 坂 溢 侶●

J 緒 言

m野鴨糠氏はm磨丁ムモ主サム (前便 )の

吸泌淵解の横柄を明らかにして柵安臥掛の艇

本間組 ま珊-'J(i-が1宥液lこなる迄の材磯1=あると

LTこ｡色ロらI帯淋 し締め,Lまでの線描小爪aFt

j宇機 が山水てし立ってか らの過払は叫,-)二次

ll'JLa)ろことをJ･JJちかにし7二｡

本報告は億 上の淘′米韓柵の概念に地いて摘

まの吸掛の切jU)l二於けら吸淋こEtで研gFL.した
ものでbる｡

R 安ま方針及び方法

(I)可 投 方 針

棉 安の取払の切取 こS:.I:1y_吸硯過紐4･冶村

する唱l:功雀軍陣の吸掛速度に対すろ泣唾及

びia鯉の影好に辞てZE虫i･行ふことにLl:｡

この野,横越の吸鎖捜炎式よI'句鼓 して常長

駄作 (秤安の売血状態苛)を同-にLt二,

(2)守 虫 方 汝

耳染方談は獅堺,'L鰍 坊 淡によっ1こ.

1粥mJ及び試料 で翰滋皿は押 目こ示

す如 く軌 且水村内L=広 軌 ニー潅流唾の耗
恥 紋の入つfニ*.閉唇音的 沈めて部稚内
を恒温日脚に保ち2'邪■I-にql安の沢村の

入った杯五紙 i･懸崩 して-3i:時rl的 に瓜

丑馴 n/2跡見するものである｡駅糾 こ封

する鎌件を同じくする73に同一*丑の秤

頚牧(2X.km)をH7ひ辞牧丘 も-史(1g)
Lこして同一釈料を川ひ 1:｡ X

乱打としては市街品(a,P.恥 fllhr'o)

i'黙滑水にTJIL結ml乾放 し水分 0196の
ものi,用ひた｡

r乾A柿平の水分決宅はIL.hl'lllCaLld;申

(IiMlJJl亡a･- IaLIChe,n s叱 .王姓
9LI'8T･19叫)の硫安と木との二成分系Z河野

2-洲近鉄題 試附 液の煎 空と相 即 出店
(以下恥 :泌虻と相和す)の泣出掛 ま1ミE lVl一

山'.氏の穀 (l･ldE'tgCJ】e,t■,1も 328.tqlTTn
及びEM Cり)lnl眼 の衣 (IPh)fC'elい.
笠と1191,1933)に1って決災した｡ 1.t畑 .m

容鮮111の掛唯の声化は杯位の烏の滋の柑mt:

1るも10叔 日放Iel,ql以下であ り無税 し柑 る｡

女杯瓜時の退腔握より生 [･る取払～の ヒスタレ

シスは挿丑を地 に行ふことL:よって～.こる詮
度避け縛る｡(金塊作5分以内)

(3)術語及び記号

材判の泌泉的蛭託乏･卦 ます変成珪 (甘柾去

材料の潟穀的性能,早招円人草理工苓ef究研

報告 貫目 掃.喝71119年)を参即 して袈 lの

如 くLt:o EJ)も鏑安の遁辞乾珠状態 け1,V
7k分)のLR泣Ⅱ射 こ封する吸也に1るBi紫竹

加を含潟亜荒 として書生結果を艶はすことヽ

LT=｡之は勿畠睦々の状態に於狩る訪日の含

有油気の榊到血である｡

■止.fl■ 'JI

qttW して扶持のよおin宅よy辺に水分と決定した｡乍1

払'h淋t起し且e碑 の乾yLZtLF水分決'1汝p=女
てはjNに帯東女行J-3史でbも ｡Jlq再t.tT



保坂 .前世1ン′･tソのnBLiA税に放て

淑 1 彬 FtA び ZiI*

Q(a)･或る牧Blr=87l王るil'RQ'1･生 す
Q｣(G) 荘qt札汲Ita (0l>水分)に 1

於ける荊LGD7RJt 卑
し嫉礎甘食) 今Q｡･;]1(=とろ〇

､､'(…g) 舶 放 く如 他 こ伽 乙爪 音'&の分イ1軌範*i:花環釈殆lこ言いr
ろlqIj色として屯で我は_し̀･tO

Jgl.7Lの畢f.-.n'{bホLJJTkで
東に7け ら合イrA範のil故)
＼ツーQ-Q｡

m (1.1 台aL串 (耳旺ZZS花束 t ℡ 甲の

合盛土L'L･C兼はしたもの)

--意 X .00--.I.-W

攻･ニ W-10n 1
l▲(mmtlh.) 火

宅の水訪独水IJ｡(rrlmrrD 也fq兼帯il施 与

PB(mmIIg) 碗'&馳fTlホ洋紙の淋 l鴨 ,L

lH(〆) 的まく州1哨 庶) El･5rJp'×川) 乎Ht
I(〟) 放心臥舟山虻 JIs-P'/l≠Xl的tl

(DC) iL腔tくhr) IPm皿

千 旦 括 '具現速達壁に封iLる7'■碇及び港まの

if甘i,tt良 し1=手i'邦は次の如 しLL)等

ia特 性iA皮を150C}b5-LOOC

'ElFlこriOICまで繁へ,火▲に放て泊変は

5096上F)10% 紬に空夢へて茂公i･

flつT=｡その際の含也ZPM(%)jEと時

RIltthr)との朔抜き各i且皮1こ投で苛氾詩性師として紺

(:が例 としてLvJ2及3i･,I.す｡･湖上b明らかな如 く地境が或る

u(五･なえると急激Lこ敬も即ま過行して夫符の泌砿L二mせ-P

含iA中は時間に対 して殆ど的凍的に相加 し.浪

波が低下すると含山中はl唆じて殆ど時lLllと

平rI.'Liq娘 とTL5i旦幕平野i:遜
することが≡8められ る｡ この玖港の似非の･.=4度は

rT3としてFqLニ絹tJてある｡(2)等 ･4 特 性

上の辞退

特性弘lこ於て吸･4細 川に対 して托t'L肋 に坤加するだD秋善とIJL艮89%. ' ■● I(+) I各i

l戊L:庇で囚示 し′二のがBl与である｡
このglや71- 1'11,V の各包皮に

放て7且皮31-33cc
のfETlに於で 此i崇の勾足の急場が監砂られる○

Ⅳ 手堅結井の考案及び硝安の吸洛特性

に就'C柵智の呪泊池7y-._I,目上のnl駿
t.'1朔Lこ?.もいで裾和 しtlF廿で珊安の吸湖

特比を納札 吸出遜皮特上b和恭し1=結邦に放て

出;べる｡(I)牧場D規苑地空4S

zl斡tl:Lulb明らか'3如 く､吸唱が色数に連行するF.(三界の洩蜜がIlrh すそ

｡このm aの洩dEは成る混在L=於ける功安の飽fll水拝読の蒸暮

J!P81ニ朝7;する榊羽泌皮 (その泣壁に於けち1=矢巾の飽鰍 議も分握Pt'との比.H-音 Xto0,～

,)であって,大束中のその･Eここには吸血の岬 の表見卜 瓜化ITもZE'こ 汲まに即 る洩女t=相



iA*I■ttL ■Vt JtlI

文軟の如 し.

F L h'nrtr･lhL ∫ Ph)き-CheLl･.3.(i
899)31'a

E ち TA)】t'r,WC C'le MetChell.
EnLr.,ほ(lUlfi)140
E 8 li T71･J'(lc川X ..7SrxICrLenl

l･.･L7●Lt 1919･363T,聖(19=71),】82T
軟し1:ら之lさのjt帆 ま茄先頭の刑定比が不

止確でLbるが妃iFL:於で.比較的正確,'3る茶

棚 T)淘iE払1ウ次の如 き持氏がこの吸iAO
別井泣書Iこ放て弁 じでみる｡餌ち .LDn‖u--

eILe氏 (CoIll.t･Rend,呈聖,1233)031):Zhu.
･hCICh"･･.:5〕,三.1893M,1938)及び 五九
De≡l"鴫 (Buり 耽.Chlm･.⊂51ヱ ltJOIM
1935,A"n CIIJII.工.･5,19371はこのrLt外

のIABEと 1-;hLiA)LrrOl一也rJquCCriLiqtJemn-
XJIl'ulTt■上帝 し,又LLltMerz氏等(A Jt.
Merzctl11･.h)Ez唱 Cheztl,空.186.1935)
[上限弗の浪n汁ト々 1001ら引vtl二位を . -

grolleこncymrller" として夫一湖群の的き
ろ限界の指針i･卯へてTDるd

¢4-JL舛 〟b lJJh I/-r･LJ



(2)噂i鉄特性に於ける温度の慈多昏

呼淵軸性他 日;於で比めらrtナ:混生の影響

I:払Tの考祭を加へる.笑顔に於で明らかTE

如 く.吸湖のDミ舟湖de以上に於では合油土lV
は時r汀lH:対して殆ど征娘的lこ相加する｡即

ちW とtとの州には女の純綿が成立する.
1＼′･=α､t

･ :;I:I:-:1.':: " -'‥ 一' ‥

耳Aaに上って求めらrtた77-向旅敢Lrとi且LE

e(oC)との指恥 土師6の如くIIる;

&7119 1｡ト ･Lt ･･.l･し

‥ 亨 E告 ,.,三荷

了 ~一一 ト ニ ー ーJ.

'J h (tJ
L∫A山 ■̂lLJ

郎 才止q牡IL17Hzか JI呼
(サ■けtto(rFA 九 C" l巾仏 )

初



● 工 = 大 卒 LAe LL trTH･1t. Tt LEl

E318から明らか'.･ろ如 く方向繰Ekaの増加

LliA如 こか Cも,包見ると苛 しく'_ ち. 申ち
吸･uq温度が泣かに･なる｡ この肢はIこ助では研

安の3形性に1つて夷の如く詮明Tることが

LJl.井 ま,''｡
純毛の3B形辻は従妹等名:.'印11.てあっTEl

町穴の研究.こ於でけ庶出に壬のiiLi僻Lrih､ぜら

ItTみる｡SatZe:1(;JIJCh 氏串の研究 SB
tle:ldrlC-iSe'.Ll,J 1̂--CLeH Sc r'4

27叫 193-?)にlTLZf,刑 女の将捗が及びそ

のがに於けSE持出'Fは故3に示す')'Arlく-L'.

叉,柵安の此零の池唖S!化は㈲Tの如 くでb

る｡ePち摘軍の β(】y)控態形からγ(XE)

貸.85形へは,32:IOCLニb!て将珍し. この際

此牢rrは棉罷程度 (0(1221cc/仁)村大するもの

IPめる｡このことは校地の取捌近世の町政よ

J)も明らか71如 く吸似過度を大ならしめるO

以上に1つで甑L日:RらItl-る所 の-J]向係

丑の迫姓に上るS･･鳩のrJと外はtu妊野開 】5_

抑 Cl=於では硝安の捲抄封 32 1'QCと見なし

柑 らLlるO斯 くして吸洩逆境の見地ItPする

と仲手鼻#の存在及び過度の彰啓は無税Li'Jiユ

ものがあると思惟せられるのであるBXZ

(3) 頼経よDの海難

先に前項 (Ⅳ(I))に於で究虫法典におい

て紫泊近臣を吸-AS!りす渦狂の加よりryかした

那.今yiに詳軌 こ析安の色糸l水;布衣D蒸'iBf
P卓と大束の水芸泉駈PとのgS孫に放て榊律
の見地ユ 5,35恭 しでみる｡
i P<PsTIる時
大泉の7J(讃菜搾Pが例等の飽和7krr-;洗顔泉

'pちP声よりも小75る晩 ePち或る混生t=於げ

ろ大泉の浪政がそのii腔に於ける神野q)偽F1
7)(I祥淡蒸東邦Pbに凧 7tlる泊皮t18(吸淑限

界淵皮)よりも低い坤,換官すtlFf･比較rrtJ低

い泊脱に於では攻の如きJll衛が将へらItる｡

この払合には柵安々一成分 と見枇し,水 と

柑 こ二成分系を,TLすと対-られ 又,仙ま水
耕紫と固作物常 との二相より成るとryへらtl

る故

相律 F･IC+2-Ph

dL†pgh≡芸萎 蓋 '

■■lqlLの内払Rr-JFITもm nrtIのLA手l!.
Lour〉氏噂の軒先U S∝ thtrElIn°.39.101T.
19功)に上古如くBI昏○考穀t串ナも｡

t=於でC･,2及び Ph-2･'=る故.自由度
F 空とTJる｡旦pちi呈史一定でも蒸泉頓は～

の軌lGtこ上って臣化-Ilる,従って間作の一社妃

和は大束の新見確に比 して殆ど無税し得ろか

ら,大iLの水茶条項と温故とを-定にナI7ば

そのLJ仰 の瓜破は定空ろ｡即ち一定のi且此及

び軸rlの T'1--於では講川tの1 1両Lこ飽糾?LI諌甘

を軌戊ナろことT3くfZil恥 三国机を俳-p'j:ら政
界水分を吸7.rfLでZEL鰍 こ巡する｡このこと姓

文鎗1こ於ても,堺ilrl,仕閲に放て認められr二

所である｡

この場飢こJ'eTは耗吸LIYlt(吸収)現汝のみ

で所石門吸湖呪奴は巡 らTILいめである｡

Z,hこの砕1取水/Jlの吸泌とは結 とり純Gf;t二W.

て概念的に窄嶺してみる｡凶もfEE此度でもy･
准する水沫誠の拐l:,或る研和にはLfl安の-

部が飽糾 拝液骨を形成してゐることも喝へら

れる｡然しP<P烏の称こIttlこその水分はは

徹 して過砲ilJと.'1年1荊安を折rfLL,2.がTLIl_

嬢沸して功斉の出品をさ,.Ll合する如き仲川,とし
TEE抄 ILるに玉る｡>

従って上の推投よb爪に P<P畠Tjる按に

任地鼓に保っても碑安の窟鉛色はy,止 し柑山

ものでbろ｡又,斯かる娼合,践葺き性の-凶

はh]Jtlの一郎の包郷 を諌管の形成にあると粥

へられるK',その物質の淋梼EEI:も大いにyii
旅する｡

釈みlこ必故の可油性塩類に放て満席皮とLt:

佼 してみると栽 壬の如 くなる｡之Jb明らか

Tsる如 く,珊安は卑iq茄HLの水の吸掛 こよっ

て液化せられる血は硫安符の他の-Rl油性也加

に此すると背 しく大である｡之が他の埋封lニ
此 し納安が附子L慨の著しいn因の一つと粥へ
(,Ll:.｡

この見地より硝安の別名JI防止には女の如 き
ことが粥-られる｡

しイ)il粒咋V行って比7Z-mU絶 小にし,吹

弘i適度を減する｡
､(t')娘所披なしSurL-liceC9nting)を行って

水分の吸膚と妨げ,又I詳解度々減少せ

しめる｡

(-)払杜の臥 各粒千i:柏非る11,球状lニ

近 くして故チrirEの攻すかを少くする｡

CPち,事以Zl脚の脚部 lVldd)を大lこす

1之goA3栂○群白にセてほ支Er氏噂o研* (I

U血 etal..BullC5Japan12,227,1937)
がila｡



保身 榊かTンモンの玖めiA殺r_瀧で

ることであるoSat

昨年二月初句より連合図上b輸入されてゐ

る肥料用抽入qE安は.略 倣々上の打出を浦足

してわるが,未だ穀雨故頚が充分でTSいb従

って.吸韻性は平曲品と大 LI:差異娃TLいが

通計Ts貯戚附 牛の下に放ては殆んと聞手良性,-i
示 さTSい,著者の75-鎗虫t二は大型碗日放Iこけ4
慾が府税されて3Iるカ1 竹Xfl晶は#,くFmf,!し

てゐるに反し,_臓人材嬢 は粒子状態々似持 し
てみる.

向倫人柄安の2P日郎日射こ欄げT:.
2 Ⅰノ>P当Tsる時

大束の7R克親分が Pが助安の飽和水稲RJ蒸

丸腰 PEtよりb大TSる畔に於で払 水詐称 土

㈲妹の東面t:凝輸LJfall細 一冊 ま之に油解
して飽和浴液 となD系は三脚 とTS5.

(Ph-3)従?で利和よりil由腔 J･ご】に
城するO然るに泉州は他の二秒 ニLt:して棲め

1大でbるか ら,温度一一舷ではその水洗細

は担IUfLと見ることが山氷 るか ら,この射

合に は浦波の奴破却ち汲度々嬰じ終るlこIL_D
水式親の起範と縮角pf(勿論城取等uJflへらil

-2(L･主 可 桝 性 色別 の

る) とが鰍 t:他行して途lこ固相は約7娘して

溶液は史に珠印せられその水難束雌が外外の
水木来歴に噂 しくT3るL:至ってこの規鰍 ま止

まる LP5→P)即ち,所m曲解TSる現奴が曲

るのである｡

3 P-PsT5ろ帖

このぶ合に於 とは上の場合 と同じく自lll皮
FP】であるb･その攻城 (潮解)の裁縫は即1

安の飽和水耕液を形J戊するに至ってLr:tPこと

がJTnlるのみである.)

( )牧 湖 追 放

l 固相の苅射l玖沸巡次式は従邦.BnTlgt)･11氏

を始めとして LnnglHulr氏.奴島民等により

奄正々 誘導きれでゐるが一可IJH牲j免旬の吸湖迎

LfEを取 り放つf:閃穀次郎氏 (工化,空,6(秩

昭 5)恕tfl枚難民 (良化,盟.922,a.'39)及

び坂)I液環 (エ化,_川.上,0.昭 lL5)の応f31'L.に

よると-A()如くTLる｡EVも吸i損速度の友紀凶
手 として (イ)温血 (p)大束の水盛蘇巧さ
Pと速効の飽細水綿液裁縫 Pf;との光 (-)
同姓物質の威執餅S(ニ)碁鼠の流軌 (ホ)
hSl練物肝の水に剖する溶解速度 (-)物質竹

治 僻1度比 牧

塾項 申lこ唆牧 きれ1ころ水分が他称 鮮液の形態にて存在するもの と兄赦せE3',盤郡のl詳

解度 L(A)より計3TL:てqEl位正丑 (lg)の7kの吸牧L:1つて液化せらる､魅切の

灘 Ⅹ (glも判明す る｡ Ⅹ=

車種祝の塩机 こ攻で僻鮮度を比較すると次の如し9

類



S エ 弗 火 I 也 甘

I

有の玖汲速度恒敷Kを;Jtへ.令,(イ),しこ)
及び (ホ)の珠伴を一定 として (ホ)は特に

長いとすれば,含出先いlrとし1:時の吸漁連

皮(昔 )は如 ,如 く,}る｡

昔 -KSLP-P8)

之に放て坂井氏姓水幕泉の凝軸過度を水溶

R'の幕敬速度の逆 と見擬 して束仲介チ逆数稔

.ib称vlTゐるo

前肥吸減速度式を碩介しL-Oの暗
､lV-Oとすれば

Ilr-KS(P-P色)t
TJる式を終る｡従って附 呼を-延にし丁二時,
P>P古の時には,時間 LLこ比例 して食鵜丑

117は棉大すべきである｡ 之は 甘塩結兄 とし

て旺Lこ笹2-4に示 し1:所である｡又,吸韻

丑1lrの時Iu]tに封する勾配bl洩JEの火tIる程

忠 とfLることも,上式上り明らかであるo

lil.吸i払進度に封する温皮の必中に放ては

i且度上井 と共に食油丑lVの咋IIllH=那する勾

虎 も急 とT3るがこの祭,f8秒ASの形辞が和音

に著 しレ､ことは茨に述べ1=灰で･ある｡

V 捷 娠

1. 一爪安の玖溢過程 (秒 二初AI段階)Lニ封

するi且旺及び班 の世事を調べT:○

乞 外苑の水幕束盗 PがGI安の包 如水溶液

謙泉匪 P占よbも大11'る時 (P_> Ps)
. tこ於では,合也且.土時nLlに射 して穂と

'di蚊的に相加 し,そのTqr郎ま71且FE及び

淑皮の大TLる粗大である｡jL,この際

渦度には吸淡の机外泊皮がゐb,i且庶

は膨 鮎に於でこの仰向が著 しくT5,3

:3. 雑魚歴の知抜が以J▲と戊かTiる時 (P

<Ps)には硝東平術にはするE,この染

合に考へ られる固相肘 こ放て粥姦しI:

辞98 折 1牡附諌 持 入 府 安 (カナダ

封)1山東 一 昭和22年2月
初旬吐合姐よサ】肝EJtIとして投入さ
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休む 爺攻 T yJtyの及由iatRrC故で

表 5 B入R妥凄T4州(去*Jt)全分析特典 (,T6)

* gI_70 rrl ヰ S10, Al30丘 ye30.2,er' TlOe_col_M.0巨 03Ylf 兼 せ 1' 計4.ll 84.87 5.76

0.24 97.iI火薬 頬

の爆 速に･関す る研 究 (Ⅰ)(昭和 It

uF-TFl10日愛 想)倉 上I El 野 熊 搾 ◆

皿 ql選のt最的研究

(1) 壌蓮のi81定ま火楚効のi亜退

潮定法L二は夷のものあり｡(イ) 7-ラ

ンジ工の捻連鎖を用ムる方法M Berlllel瓜3g)は球

速の潤定tこ現在邦ZBi田虫に佼三tLつゝbる
払正と同IFl愚のブータン'}ェ桧

逆t*･'_p使糊せba鷲希の鞄方向の

拒書 Jのこ鮎の弟一缶tz偵轟波が通過する酔

態泉的Lこ金農拝が落下し始め第二鮎をi井J5如

切 迫Iiる際1洲 】L=亦この金屈伸が策1̀し

之が紀銀製･E々作劫せしめて那-の金現畔上1こ茄-
F-tl純 粋をLtp｡又那-,解二の企乾

相をⅧ束的L:同時に搭下せしめ郡=印も'紀鋒

せLtr｡比の筋-,郡二印の郎杜より柁dlを

はあするに弾する柳 Ll/細 由- の捌 J

よ川 ,之より舶 D弓を相｡(I,) コンデンサー叫 の屯歴降下

を沸立する-h法研一鮎とは♯並

が通過する際コ-/ヂンサーi'故化 し始め那

二世の東通にて故他を停止せしめ得る知抜rJ使FOL
C とコンテ-ンサー3'F丑,鼓初のTEEをV｡.ヰ容儀 を

V.としで抵抗をR とせば

L-R･Cln7V:-Ilt8-El本化兼林式eitJf味付a併 Vo/Vlはガ17L･.,I

)メー

ターに19ほろ相｡=よ又之に引取した

方法として第-An=て一定守屋の回流lこ̀荘経

を遜せしめ第二Sn:て之を9]新しbtの州のqiや芯光 を
ガJL･J･=/メ-クーlこて調宜し比の徳雄

がJ紺IHこ比例するととを利用して Lを求tJる方決あり｡

(-) メタガン〆珪-1)高速か こて尤fl

せるrq持上に熱一軒.茄二か等々はさ波が

油連する於に思慕的に火花を飛ば しめて記姓す｡

Pj絹の召樽遼東 と比の火花の記主菜せらrL
たる托姫 よbiip招｡FrtedeTleh̀tI

は砿免的方法に位らi;苅一郎よりg蛭蚊を娼也

せしめ共の稚砲i:1碁Aが別荘せる時之に依り

FLJ防上に小孔を生ぜしめ同様に邦二部を･Ftl岡上に記鎖 し之

1りLTZ求めた り

｡(ニ) 田仲馬y1淡-～る芸認 昌

禦芸笠品讐 孟qiL霊篭 芸誌と円

筒の回付iB度よりf々 紺｡(求

) r-トリツシ3･決H)第-が及第二かt=一
本の等は牧をiy,I.し煉Aの通過Lこ放り

此の祁塊上b尋煙鰍まはAL始め比の嬢A波は
称横線の中央芽よb芥=ZBに近さP :て血

書す.この相身するお と中央BSの経娃 di･鉛攻上I

:配姓せしめ刑t=gE汝壌のは題を相克LたるaLを用

ひてdlH を打算す.,以上の甜方法

中プーランジ-拾速横は堤通測定L=封 して




